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日本の取組の積極的発信： セミナー日程の暫定版（第１週）

英国時間
(GMT)

11/2(火) 11/3(水) 11/4(木) 11/5(金) 11/6(土)

10:30
~12:00

国立環境研究所
「アジア太平洋地域の
気候変動にレジリエント
な社会に向けた情報プ
ラットフォームの構築と
活用」

太平洋気候変動セン
ター
「太平洋地域での気候
変動に対する強靭性
強化：人材育成から
気候投資へ」

IGES
「透明性向上のための
相互学習プログラム」

東京大学
「ETI-CGCオフィシャ
ル・ローンチ：日本の
2050年カーボン・
ニュートラルの
pathwayを探る」
（仮）

笹川平和財団
気候変動と海洋 ― 
国連海洋科学の10年
による貢献」

13:00
~14:30

環境省、ICLEI、地
球環境戦略研究機関
(IGES)

「ゼロカーボンシティの実
現に向けた先進的な取
組」（仮）

JICA、海外環境協力
センター(OECC)
「東南アジア諸国におけ
る脱炭素・強靭な社会
実現にむけたパリ協定
のもとの気候変動対策
～ベトナム、タイ、インド
ネシアにおけるJICA協
力からの教訓～」

JICA 緒方貞子平和
開発研究所、法政大
学、桜美林大学、
OECC、IGES(予定)
「SDGs レジーム下にお
ける新興国の環境・気
候変動政策への取り組
みとその課題」

東京大学
「東京大学の“Race 
to Zero”への参加決
定：学生との対話」
（仮）

15:00
~16:30

環境省
「パリ協定の目標達成
状況の観測・監視に向
けた日本の貢献」

環境省
「気候変動対策として
のNbSとそのマルチベネ
フィット」

笹川平和財団
「沿岸域のレジリエンス
強化に向けて
―CORVIプラットフォー
ム」

17:00
~18:30

国際エネルギー機関
（IEA）
「ネットゼロ移行におけ
る水素の役割」

国連大学サステイナビ
リティ高等研究所
「脱炭素化とSDGｓの
両立を目指す地域政
策について」

※ 今後変更があり得ます。
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日本の取組の積極的発信： セミナー日程の暫定版（第２週）

※ 英国時間
(GMT) 11/8(月) 11/9(火) 11/10(水) 11/11(木) 11/12(金)

10:30
~12:00

OECC
「JCM実施によるステー
クホルダーへの様々なベ
ネフィット」

日本経済新聞
「NIKKEI脱炭素プロ
ジェクト特別セミナー
先進企業と考えるカー

ボンゼロ社会への道」

環境省
「地域の脱炭素に向け
たマルチステークホルダー
の役割」（仮）

環境省
「脱炭素社会への移
行に向けたグリーン水
素の国際サプライ
チェーン構築」

経済産業省
「カーボンニュートラル政
策 Japan 
Initiative」（仮）

13:00
~14:30

Climate Youth 
Japan（CYJ）
「ユースの視点から見る
東京五輪と大阪万博」

環境省 福島再生・未
来志向プロジェクト推
進室
「あれから10年。福島、
その先の環境へ。」

地球環境産業技術
研究機構（RITE）、
国際応用システム分
析研究所
（IIASA）
「エネルギー需要部門
の技術・社会イノベー
ションと国際モデル比
較」

環境省、OECC
「アジアにおける民間企
業等による気候行動の
透明性強化とインセン
ティブ拡大に向けて」

15:00
~16:30

気候変動イニシアティ
ブ（JCI)
「今こそゼロへ、気候危
機に挑む日本の非政
府アクターたち」

経済産業省、新エネル
ギー・産業技術総合開
発機構（NEDO）
「ICEF2021“2050年
へのカーボンニュートラル
の道筋”、ロードマップ発
表イベント」

経済産業省、NEDO
「JCMとCEFIAを通じた
アジア地域のエネルギー
トランジションに貢献する
日本のグリーンイノベー
ション」

環境省、IGES、国
立環境研究所、「ア
ジアの炭素中立実現
に向けて－AIMモデル
によるアジアと日本、
未来志向の協働」

17:00
~18:30

経済産業省
「熱帯泥炭地管理と最
先端宇宙利用技術の
応用」

産業技術総合研究所
（AIST)
「カーボンニュートラル社
会の実現に向けたAIST
の挑戦」

環境省
「循環経済×カーボン
ニュートラル」

※ 今後変更があり得ます。


